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議長・副議長　就任あいさつ
このたび、不

ふしょう

肖私が安曇野市議会第 5代議長に就任することとなりました。
安曇野市制施行 10 周年の正に節目の年に重責を担うことは、大変名誉なことである

と思いつつも、果して自分に務まるだろうかという一
いちまつ

抹の不安がよぎるのもまた事実
です。
４年の任期も折り返し、2年を切りました。議会運営上の最高規範として、私たちは「安

曇野市議会基本条例」を平成 25 年７月に施行いたしました。今一度、この「安曇野市
議会基本条例」に則

のっと

り、議会が本当に市民目線に立って、本来の役割を果たしている
のか、一刻も早く議員全員の共通認識の構築を図り、まちづくりに貢献できる議会を
目指します。
アベノミクスにおける成長戦略の目玉として、まち・ひと・しごと創生総合戦略の

策定で人口ビジョンと総合戦略が掲げられました。人口減少社会の到来は避けては通れません。しかし、素晴らし
い自然環境・資源に恵まれた安曇野市の持続可能なまちづくりのために、議会として行政と対等の立場で、政策提
言や修正案が出せるような議会を目指してまいります。皆様の一層のご支援とご協力をお願い申し上げます。

このたび、第 6代副議長に就任させていただきました。安曇野市制施行 10 周年の意義
ある時、大任を果たすべく、微力ではありますが議長を支え、全力で安曇野市政発展のため、
誠心誠意職務を果たしてまいる決意でございます。
議長は、「安曇野市議会基本条例を軸として、他の議会に関する条例・先例等との整合

性を一刻も早く図り、議員全員が共通認識の上に立って議会運営ができるよう努めます。」
と所信表明で述べられました。議長の決意を自身の決意とし、市民の皆様にとって透明性
のある、より開かれた議会を目指してまいります。
また、地方自治法における副議長の役割を全うすべく、常に環境を整え、議長の良き相

談相手として精進してまいる所存でございます。また今後一議員として、安心・安全の支
え合いのまちづくり、地域包括ケアシステムの充実を目指して頑張ってまいります。皆様
の一層のご支援を心よりお願い申し上げます。

副議長　　藤原　陽子 議長　　濵　　昭次

後列：藤原（正）・竹内・荻原・松澤
前列：宮下・小松（芳）・一志・平林（德）

総務環境委員会

後列：坂内・井出・小松（洋）・増田
前列：小林・山田・中村・黒岩

福祉教育委員会

後列：宮澤・林・松枝・召田
前列：藤原（陽）・平林（明）・猪狩・内川

経済建設委員会

◎会派代表者

◎委員長　　○副委員長

会派構成（平成 28年 1月 1日現在）

一部事務組合等議会議員構成

平成27年第２回臨時会（10月30日）で新たな市議会構成になりました

安曇野市議会委員会構成
委 員 会 名 所　　管　　事　　項 所　属　議　員

総務環境委員会

総務部、政策部、財政部、市民生活部、会計
課、監査委員、選挙管理委員会、公平委員会、
固定資産評価審査委員会、議会事務局の所管
に属する事項、他の委員会の所管に属さない
事項

◎小松芳樹　　○一志信一郎　竹内秀太郎
　藤原正三　　　荻原勝昭　　松澤好哲
　平林德子　　　宮下明博

福祉教育委員会
福祉部、保健医療部、福祉事務所、教育委員
会の所管に属する事項

◎山田幸与　　○中村今朝子　坂内不二男
　井出勝正　　　黒岩豊彦　　増田望三郎
　小松洋一郎　　小林純子

経済建設委員会
農林部、商工観光部、都市建設部、上下水道部、
農業委員会の所管に属する事項

◎平林　明　　○猪狩久美子　松枝　功
　林　孝彦　　　宮澤豊次　　内川集雄
　召田義人　　　藤原陽子

議会運営委員会
議会の運営に関する事項、議会の会議規則、
委員会に関する条例等に関する事項、議長の
諮問に関する事項

◎	松澤好哲　　○荻原勝昭　　松枝　功
　小松洋一郎　　小松芳樹　　召田義人
　平林德子　　　宮下明博

議会広報特別委員会
「安曇野市議会だより」の発行に関する事項

◎	竹内秀太郎　○林　孝彦　　坂内不二男
　井出勝正　　　一志信一郎　藤原正三
　中村今朝子　　平林　明　　猪狩久美子
　小林純子

議会改革推進委員会

政策提案能力の向上に関する事項、情報公開
の推進に関する事項、議会報告会及び議会政
策討論会に関する事項、議会基本条例運用の
検証・見直し等に関する事項、その他議会基
本条例の目的達成に必要と認める事項

◎	小松芳樹　　○竹内秀太郎　黒岩豊彦
　藤原正三　　　山田幸与　　平林　明
　荻原勝昭　　　内川集雄　　松澤好哲
　小林純子

会 派 名 所 　 属 　 議 　 員

信誠会 ◎宮下明博　小松洋一郎　召田義人　　竹内秀太郎　宮澤豊次　一志信一郎
　平林　明　山田幸与

政和会 ◎平林德子　内川集雄　　黒岩豊彦　　坂内不二男　藤原正三　松枝　功
民心・無所属の会 ◎荻原勝昭　林　孝彦　　増田望三郎　小林純子
公明党 ◎小松芳樹　藤原陽子　　中村今朝子
日本共産党安曇野市議団 ◎松澤好哲　猪狩久美子　井出勝正

組 合 議 会 等 名 称 選 　 出 　 議 　 員
監査委員 宮澤豊次
松本広域連合議会議員 坂内不二男　宮澤豊次　　荻原勝昭　　松澤好哲　　濵　昭次

穂高広域施設組合議会議員
林　孝彦　　井出勝正　　藤原正三　　中村今朝子　山田幸与
平林　明　　内川集雄　　召田義人　　濵　昭次

安曇野松筑広域環境施設組合議会議員
一志信一郎　黒岩豊彦　　増田望三郎　竹内秀太郎　小松洋一郎
猪狩久美子　小松芳樹　　小林純子　　平林德子　　濵　昭次

安曇野・松本行政事務組合議会議員 一志信一郎　山田幸与　　小松洋一郎　内川集雄
松塩筑木曽老人福祉施設組合議会議員 松枝　功
安曇野市社会福祉協議会評議員 黒岩豊彦
安曇野市都市計画審議会委員 平林　明　　猪狩久美子　宮下明博

�　　　　　　　　　�
�　　　　　　　　　�

任期：平成27年11月24日から
　　　平成29年10月22日まで

�　　　　　　　　　�
�　　　　　　　　　�

任期：平成27年12月1日から
　　　平成29年10月22日まで
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平成 27 年  12 月定例会

12月定例会で決ま　りました
公の施設の指定管理者の
指定について

安曇野市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

議案第158号～161号

議案第156号

議案第149号

議案第136号可決

可決

可決

可決

　市直営だと、担当職員が数年で異動しノウハ
ウの蓄積ができない。長期を見据えると賛成する。

　十分経験がある人で構成された団体であり、
利用者の技量に見合った仕事の確保など、多く
のノウハウをもっているので賛成する。

　指定管理者の審査委員会で厳正に審査されて
いるので賛成する。

　社会就労セン
ターは一括指定す
ることにより４つ

の施設の格差をなくし、仕事量の平準化が図ら
れるので賛成する。

　４つの施設には
それぞれ特徴があ
る。それをすべて一

括して一業者に指定するこ
とに反対する。

　この条例は限定した事務について、個人番号
の利用が規定されている。例えば市への申請書
の添付書類が必要なくなるなど市民にとってメ
リットになるし、事務の効率化が図られるので
賛成する。

　個人番号を用い
て収集し整備され
た情報が、法令に

定められた範囲を超えて利用され、漏えいされ
ることがないように定めた条例であり、マイナ
ンバー制度は制度面・システム面の両面から個
人情報保護の措置を講じているので賛成する。

　マイナンバー制
度は、官民での情
報漏えいのリスク、

個人番号カードの不正取得や偽造などによるな
4

りすまし
4 4 4 4

の危険性が高いと考えるので反対する。

　指定管理団体の評価が不
十分なので反対する。

　利益をあげて
いる施設は直営
のままでよいの
で反対する。 　行政の効率化と住民の利便

性を図るものとして位置づけら
れているが、庁内連携は個人情
報の目的外利用になると思う。
よって条例そのものについて反
対する。

賛成の討論 賛成の討論反対の討論 反対の討論

穂高社会就労センターの作業風景

改築中の豊科公民館　この中に教育支援センターが入る

契約 条例改正

穂高幼稚園耐震補強・大規模改造工事変更請負契約について

安曇野市中間教室設置条例の一部を改正する条例

柱の入れ替え・給食室の改修が必要になったための変更

　不登校児童生徒のための中間教室「けやき
の家」と「ねむの木」の老朽化が進んでいた
ため、改築後の豊科公民館内に一緒に設置す
る。それに伴い従来の「安曇野市中間教室」
を「教育支援センター」に改め、教育支援セ
ンターに「適応指導教室」と「教育相談室」
を置く。

変更前3億5,079万 4,800円
変更後3億5,813万 8,800円

平成 27 年 12 月定例会が 11 月 24 日から
12 月 17 日までの 24 日間開催され、議案
39 件、陳情 4件が審議されました。本会
議の一部を紹介します。

マイナンバー制度がスタートします社会就労センターを一括指定管理へ

大規模改造工事が大詰めです

中間教室を教育支援センターに改めます

�豊科社会就労センター・穂高社会就労センター�
�三郷社会就労センター・明科社会就労センター�

　豊科社会就労センターは業務委託して間もな
く、実績の評価もできていないので反対する。

佐々木一
か ず お

生さんの人権擁護委員の推薦について適任とした。　（任期　平成28年4月1日から3年）人事案件
議案第 168 号

マイナンバー制度イメージ
キャラクター「マイナちゃん」
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・
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・
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も
28
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・
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築
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す
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セ
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に
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新
体
育
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つ
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て
は
、
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成
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度
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ま
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め
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の
。
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論
の
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会
は
今
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れ
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終
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結
論
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に
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今
の
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で
の
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算
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め
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る
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得
な
い
。

反　

対

賛　

成

議員提案で補正予算（第 4号）に対する修正案（債務負担行為より「南部総合公園再整備及び
新体育館整備基本計画策定支援業務 1,400 万円を削除する」もの）が提出されたが、質疑・討
論の後採決が行われ賛成少数で否決された。続いて原案（委員長報告）への質疑・
討論の後採決が行われ、賛成多数で補正予算（第 4号）は原案通り可決された。
また、補正予算（第 5号）も賛成多数で原案通り可決された。

補正予算が決まりました

補正前の予算額
429億400万円

補正後の予算額
429億2,900万円

補正予算額
2,500万円

歳入の主なもの 歳出の主なもの

特　別　会　計　 補正額 補正後額

国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号） 10,000 12,687,838

介護保険特別会計補正予算（第 3 号） 1,080 8,840,354

下水道事業特別会計補正予算（第 2 号） 152,000 4,557,086

農業集落排水事業特別会計補正予算（第 1 号） 2,000 198,947

討　

論

平成 27年度安曇野市各特別会計補正予算

指定寄附金	 3億54万7千円
固定資産税現年課税分	 1億9,000万円
自立支援給付費負担金	 2,011万4千円
財政調整基金繰入金	 △1億1,958万6千円
旧合併特例事業債	 △ 2億 7,830 万円
施設整備事業債	 △ 1億 2,090 万円

一般管理費（ふるさと寄附記念品等）	 4億円
障がい者支援事業	 8,551万3千円
公立保育園整備費	 △2億2,946万5千円

（債務負担行為設定のため）
しゃくなげの湯整備事業	 △1億9,694万8千円

（債務負担行為設定のため）
団体営土地改良事業	 △5,429万8千円
直売加工施設運営事業	 △3,505万円

（債務負担行為設定のため）

平成27年度安曇野市一般会計補正予算（第4・5号）

平成 27 年  12 月定例会

報告
番号 件　　　　　　　名 結果

31 号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（自動車事故に関すること） 受理

報告事項

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

143 号 安曇野市下水道事業の設置等に関する条例

可決

144 号 安曇野市生活排水処理施設等条例の一部を改正する条例

146 号 安曇野市公共下水道条例の一部を改正する条例

147 号 安曇野市公共下水道建設基金条例を廃止する条例

154 号 平成 27 年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算（第２号）

163 号 公の施設の指定管理者の指定について
（道の駅アルプス安曇野ほりがねの里）

165 号 市道の廃止について

166 号 市道の認定について

建設・水道

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

149 号 安曇野市中間教室設置条例の一部を改正する条例

可決
150 号 安曇野市図書館条例の一部を改正する条例

156 号 穂高幼稚園耐震補強・大規模改造工事変更請負契約について

164 号 和解及び損害賠償の額を定めることについて

教育

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

142 号 安曇野市明科農産物直売加工施設条例の一部を改正する条例

可決

145 号 安曇野市農業集落排水施設条例の一部を改正する条例

148 号 安曇野市農業集落排水事業建設基金条例を廃止する条例

155 号 平成 27 年度安曇野市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第１号）

162 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市有明荘）

171 号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野しゃくなげの湯）

172 号 市有財産の処分について（旧大天荘）

産業・経済

11ページへ

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

14 号 「長野県安曇野建設事務所の存続および機能権限の強化を求
める」意見書 可決

議員提出議案

4ページへ

5ページへ

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

168 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

169 号 安曇野市富士尾沢山林財産区管理会委員の選任について
同意

170 号 安曇野市穂高山林財産区管理会委員の選任について

人事

5ページへ

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

152 号 平成 27 年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

可決

153 号 平成 27 年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第３号）

157 号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市穂高老人保健センター）

158 号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市豊科社会就労センター）

159 号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市穂高社会就労センター）

160 号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市三郷社会就労センター）

161 号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市明科社会就労センター）

健康・福祉

10ページへ

5ページ・
10ページへ

5ページ・
10ページへ

5ページ・
10ページへ

5ページ・
10ページへ

※△は減額されたもの

（単位：千円）

件　　　　　　　名 結果

「議案第 151 号　平成 27 年度安曇野市一般会計補正予算（第４号）」
に対する修正案 否決

修正案

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

136 号
安曇野市行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例

可決

137 号 安曇野市職員定数条例の一部を改正する条例

138 号 安曇野市組織条例の一部を改正する条例

139 号 安曇野市特別会計条例の一部を改正する条例

140 号 安曇野市税条例の一部を改正する条例

141 号 安曇野市手数料条例の一部を改正する条例

151 号 平成 27 年度安曇野市一般会計補正予算（第４号）

167 号 平成 27 年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）

総務・財政

9ページへ

6ページへ 10ページ・
11ページへ

4ページ・
9ページへ

陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

4 号
安曇野市議会がさらに市民へ開かれた議会、市民参加を推進
する民主的な議会となるよう各委員会の生中継（放送）を実
施されることを求める陳情

審査未了

7 号 介護報酬の緊急再改定を求める陳情書
継続審査

8 号 介護労働者の処遇改善及び人員配置基準の改善を求める陳情

9 号 長野県安曇野建設事務所の存続に関する陳情 採択

陳情

9ページへ

11ページへ

可決
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通行制限のある

会
あいよし

吉トンネル

93 のカーブが続く未改良区間　

○：賛成　　×：反対　　退：退席　　議：議長（可否同数以外採決に加わらない）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

議案等
番号

　　　　　　議員名

議案名　　　　　　

松
枝　
　

功

坂
内
不
二
男

林　
　

孝
彦

井
出　

勝
正

一
志
信
一
郎

宮
澤　

豊
次

黒
岩　

豊
彦

増
田
望
三
郎

竹
内
秀
太
郎

藤
原　

正
三

中
村
今
朝
子

山
田　

幸
与

平
林　
　

明

小
松
洋
一
郎

荻
原　

勝
昭

猪
狩
久
美
子

内
川　

集
雄

小
松　

芳
樹

召
田　

義
人

松
澤　

好
哲

小
林　

純
子

平
林　

德
子

宮
下　

明
博

藤
原　

陽
子

濵　
　

昭
次

議案第 136 号
安曇野市行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条例

○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 議

議案第 140 号 安曇野市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 141 号 安曇野市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 151 号
修正案

平成 27 年度安曇野市一般会計補正予算（第４号）に
対する修正案 × × × ○ × × × ○ × × × × × × ○ ○ × × × ○ ○ × × × 議

議案第 151 号 平成 27 年度安曇野市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 議

議案第 157 号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市穂高老人保健センター） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 158 号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市豊科社会就労センター） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 議

議案第 159 号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市穂高社会就労センター） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 議

議案第 160 号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市三郷社会就労センター） ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 議

議案第 161 号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市明科社会就労センター） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 議

議案第 167 号 平成 27 年度安曇野市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第 172 号 市有財産の処分について（旧大天荘） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案等の賛否一覧（賛否が分かれた事件）

平成 27 年  12 月定例会

私たちは熱望します！　　　　
信州の東西軸に新しいトンネルを

上田市から青木村・筑北村を経由して安曇野市・松本市を結ぶ国道 143 号（通称：上
じょうしょう

松線）は、青木峠周
辺で 93 か所のカーブによる交通の難所といわれ、またトンネルは高さ制限等があり、大型トラックや観光バ
スの通行ができない状態のため、観光や物流、地域間交流等が十分発揮されていません。
そこで、信州の西の安曇野・松本地域と東の上田地域相互の交流の拡大を目指すためにも、交通の難所となっ
ている青木峠に新トンネルの建設が望まれます。
安曇野市議会では、青木峠新トンネルの建設促進に向け 12 月 16 日に全議員参加しての議員連盟を設立し
ました。

「安曇野市議会国道１４３号青木峠新トンネル建設促進議員連盟」を設立

常任委員会報告

常任委員会で審査しました。

反対の意見
・マイナンバー制度はデメリット

が大きいと思う。一つの特定番
号に多くの情報が入っていて、
万が一情報が漏れたら大変なこ
とだ。国に対してもこの制度の
廃止を求める意味で反対する。

賛成の意見
・マイナンバー制度は、公平公正な社

会の実現や国民の利便向上を目的と
した制度である。この制度に向けて
のセキュリティーは過去にない最高
のレベルで構築されていると聞く。
個人情報すべてが流出するシステム
ではなく安心であり賛成する。

賛成多数で可決
すべきものと決定

３回の継続審査で
「審査未了」

賛成多数で可決
すべきものと決定

議案第 136 号
安曇野市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す
る法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

陳情第 4号
安曇野市議会がさらに市民へ開かれた議会、市民参加を推進する民主的な議
会となるよう各委員会の生中継（放送）を実施されることを求める陳情

議案第 140 号　安曇野市税条例の一部を改正する条例

国のマイナンバー制度を受け

市議会の委員会を生中継できるよう求める陳情
（継続中の審査）

マイナンバー法の施行にともない市条例を改正

反対の意見
・個人情報である税情報が漏れないセキュリティー

の整ったシステムとは判断できず反対する。

採択に賛成
・この陳情の趣旨に賛同できる。採択したうえで行政は手続きを踏んで

整備してもらいたい。
・議会で採択してもすぐに実行することは難しいと思うが、この陳情を

しっかり採択し、それに向かって実現するように整えてもらいたい。

賛成の意見
・今回の改正部分は、地方税法の改正による条例改正

であり、マイナンバー制度導入による申請書類など
の様式変更と、旧紙巻たばこに係る改正であるため
賛成する。

審査を継続したいとする意見
・前回の開催された委員会から今日まで、委員会を行う会議室の広さや

部屋割り、映像に関する情報の取り扱いなど進展した部分はないので、
今回も継続を求める。

総務環境委員会

み ほ ん

常任委員会で審査しました。

（目的）
国道 143号青木峠新トンネルの建設を早期に実現するこ
とにより、地域経済の活性化や広域観光等の振興に寄与
する道路として自動車交通の円滑化を図る

（活動）
（1）　関係機関に対する要望
（2）　国道 143 号沿線市・村議会及び住民との連携協力
（3）　国道 143 号改良舗装期成同盟会との連携協力
（4）　新トンネル建設促進に向けた調査及び計画に対する協力
（5）　その他議員連盟の目的達成に必要な事項
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常任委員会報告

常任委員会で　審査しました。常任委員会で　審査しました。
福祉教育委員会経済建設委員会

賛成多数で可決
すべきものと決定

全員賛成で可決
すべきものと決定

全員賛成で可決
すべきものと決定

全員賛成で採択
すべきものと決定

賛成多数で可決
すべきものと決定

賛成多数で可決
すべきものと決定

議案第 158 号～ 161 号
公の施設の指定管理者の指定について（豊科社会就労センター、穂高社会就
労センター、三郷社会就労センター、明科社会就労センター）

指定管理者：一般社団法人 安曇野エルチ（安曇野市穂高有明）

議案第 171 号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野しゃくなげの湯）

指定管理者：株式会社ユアーズ静岡（静岡県静岡市）

議案第 151 号　平成 27 年度安曇野市一般会計補正予算（第４号）

陳情第 9号　長野県安曇野建設事務所の存続に関する陳情

議案第 151 号　平成 27 年度安曇野市一般会計補正予算（第４号）

議案第 157 号　公の施設の指定管理者の指定について（穂高老人保健センター）
　指定管理者：公益社団法人安曇野シルバー人材センター（安曇野市豊科）

社会就労センターの運営を一括して指定管理へ安曇野しゃくなげの湯の指定管理者決まる

住ま居る応援制度は切れ目のない制度設計を

安曇野建設事務所の存続を求める陳情

「南部総合公園再整備と新体育館整備基本計画策定業務」の予算は

老人保健センターの指定管理者の指定は平成29年9月まで

４施設すべてに応募したこの一般社団法人の概要と実績は。

社会就労センターで働いていた元市職員や指導員が作った法人で、実績としては穂高と豊科の社会就労
センター２施設の運営について業務委託を受けている。

指定管理者の公募に当たって、事前説明会に全く参加希望がなかったにもかかわらず、通常の手続きで
選定に至った経過には疑問がある。

市で決められた方法なので事前説明会に参加希望がなくても通常の手続き通りホームページ上でのみ公
募し、それに応募した業者を選定委員会で審査することが公平な決め方だと考える。

㈱ユアーズ静岡はこの辺で
はなじみのない業者だがど
のような会社か。

温泉施設７か所を指定管理
で運営している。静岡県、
山梨県が多い。長野県内で
は千曲市にも１施設ある。
この施設の目的を十分理解
しており、施設管理に対す
る責任と熱意が認められる。
ノウハウを持っており、地
域貢献を謳

うた

っていることが
評価された。

答答

答

問
問

問

反対の意見
・新体育館の建設に 28 ～ 38 億円

という漠
ばくぜん

然とした現段階では、ど
んな体育館を作るのかもっと議論
が必要であり、計画作りに 1,400
万円もの業務委託には反対する。

賛成の意見
・新体育館の建設について、より丁寧に市

民に説明し検討してもらうための計画を
作る予算である。建設するにしろ断念す
るにしろ、市民の意見を聞くなかで進め
ていけばよいと考えるので賛成する。

・循環ろ過装置は耐用年数も切れ老朽化が進み、修理
不能になった場合 1,000 万円程度の費用がかかるこ
とが予測され、その時点で運営自体ができなくなる
可能性もある。安曇野しゃくなげの湯の開業後１年
程度を目安に廃止という方針は止むを得ないと判断
したため、平成 29 年 9 月までの指定管理とした。

≪要望≫
・住ま居る応援制度が来年度も継続されることは、非常によい。しかし、平成 27 年 10 月 13 日に新規分

が終了してしまった。市民支援に不公平感があるので、切れ目のない制度設計を検討してほしい。
・安曇野しゃくなげの湯の整備事業については、墓地の南側の壁を工夫してほしい。

≪要望≫
・安曇野建設事務所管内の社会資本は整備されつつある。しかし、東西を結ぶ道路ネットワークの強化や、

JR の利便性向上等が課題となっている。また 、糸魚川静岡構造線の危険性の高まりや異常気象による災
害などが懸

け ね ん

念されており、安曇野建設事務所の存続と機能権限を強化してほしい。
老朽化がすすむ穂高老人保健センター

安曇野しゃくなげの湯完成予想図
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➡

➡

➡

➡

会 派 代 表 質 問

信誠会　　宮　下　明　博

政和会　　平　林　德　子

社会資本整備に向けた
財政運営は

市長の政治姿勢について伺う

問　

社
会
資
本
整
備
は
、
事
業

費
の
66
・
7
％
が
普
通
交
付
税

に
よ
っ
て
措
置
さ
れ
る
有
利
な

起
債
（
合
併
特
例
債
）
が
活
用

で
き
る
期
限
内
に
、
前
倒
し
し

て
で
も
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

合
併
当
時
限
度
額
４
８

５
億
円
と
試
算
さ
れ
た
が
、
今

後
事
業
を
精
査
す
る
中
で
判
断

し
て
い
く
。

問　

市
民
ホ
ー
ル
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

市
長　

特
例
債
期
限
内
の
建
設

に
は
、
時
間
的
、
財
政
的
制
約

で
大
変
困
難
と
考
え
て
い
る
。

問　

市
民
の
た
め
の
施
設
は
、

特
例
債
期
限
内
に
整
備
し
て
、

償
還
金
は
知
恵
を
出
し
、
無
駄

を
省
き
捻
ね
ん
し
ゅ
つ出す
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
自
主
財
源
捻
出
の
施

策
を
具
体
的
に
提
案
す
る
。
老

朽
化
が
進
み
今
後
多
額
の
修
繕

費
が
見
込
ま
れ
る
穂
高
プ
ー
ル

を
廃
止
し
、
穂
高
広
域
新
焼
却

施
設
建
設
に
合
わ
せ
て
、
あ
づ

み
野
ラ
ン
ド
の
プ
ー
ル
を
増
築

問　

市
長
が
目
指
す
市
に
つ
い

て
ど
う
舵か
じ
と取
り
す
る
の
か
。

市
長　

2
期
目
後
半
、
日
々
正

念
場
と
考
え
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

問　

女
性
の
活
躍
に
つ
い
て
は
。

市
長　

委
嘱
し
た
男
女
共
同
参

画
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん

の
活
躍
の
拡
大
を
考
え
、
男
女

共
同
参
画
の
定
着
を
強
め
た
い
。

安
曇
野
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

問　

新
た
な
雇
用
を
生
む
①
既

存
企
業
の
活
性
化
②
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
増
加
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

①
工
場
増
設
や
空
き
工

場
の
活
用
、
生
産
設
備
増
設
の

助
成
、
新
技
術
の
開
発
、
販
路

拡
大
事
業
に
、
平
成
27
年
10

月
末
で
49
件
の
活
用
が
あ
っ
た
。

今
後
も
企
業
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え

融
資
制
度
の
充
実
等
柔
軟
か
つ

機
動
的
に
対
応
し
て
い
く
。
②

リ
ン
ゴ
の
ふ
じ
の
収
穫
期
に
、

来
年
度
も
観
光
協
会
が
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
等
の
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

化
を
避
け
る
こ
と
に
し
た
。

福
祉
部
長　

③
10
月
に
9
人
、

11
月
に
14
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

制
度
に
関
す
る
情
報
の
Ｐ
Ｒ
方

法
を
工
夫
し
た
い
。

問　

防
災
無
線
が
聞
こ
え
づ
ら

い
と
の
苦
情
が
多
い
。
緊
急
告

知
機
能
付
き
戸
別
受
信
機
の
各

戸
配
付
の
考
え
は
。

市
長　

慎
重
に
調
査
、
研
究
を

進
め
た
い
。

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
招し
ょ
う
へ
い聘
を
行

い
、対
策
の
充
実
を
図
り
た
い
。

問　

若
者
や
女
性
が
活
躍
で
き

る
ま
ち
を
つ
く
る
、
県
教
委
の

教
員
配
置
新
事
業
に
つ
い
て
。

教
育
長　

小
中
児
童
生
徒
の
減

少
期
に
入
り
、
平
成
33
年
度
に

は
１
０
０
０
人
弱
減
少
が
予
測

さ
れ
る
。
減
少
が
著
し
い
中
学

校
区
か
ら
小
学
校
区
同
士
の
小

小
連
携
お
よ
び
小
中
連
携
強
化

の
研
究
を
進
め
全
市
的
な
取
り

組
み
へ
と
考
え
県
教
委
に
要
望

し
た
が
、
応
募
は
な
か
っ
た
。

問　

子
育
て
支
援
で
は
①
保
育

園
の
民
営
化
②
産
後
ケ
ア
事
業

③
病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

市
長　

①
未
満
児
・
障
が
い
児
、

時
間
外
や
休
日
等
保
育
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
民
営
化
へ
の
有
効
性

等
行
革
推
進
委
員
会
に
論
議
を

お
願
い
し
た
。

保
健
医
療
部
長　

②
平
成
28
年

度
か
ら
集
団
育
児
支
援
教
室
を

戸
別
訪
問
に
し
、
母
親
の
孤
立

問　

本
庁
機
能
統
合
に
伴
う
公

用
車
の
削
減
の
予
定
は
。

財
政
部
長　

さ
ら
な
る
公
用
車

の
削
減
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ア
ナ
ロ
グ
防
災
無
線
戸
別
受
信

機
（
放
送
）
廃
止
の
対
応
は

問　

平
成
28
年
3
月
で
廃
止
の

お
知
ら
せ
放
送
の
対
応
は
。

市
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ

活
用
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

し
、
年
間
を
通
じ
て
利
用
で
き

る
施
設
に
切
り
か
え
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長　

温
水
プ
ー
ル
の
建
設
整

備
に
つ
い
て
も
、
特
例
債
発
行

期
限
内
に
は
困
難
と
捉
え
る
。

問　

自
主
財
源
を
捻
出
す
る
最

も
有
効
な
方
法
は
、
イ
ン
タ
ー

東
80
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
開
発
と
考

え
る
。
ま
ず
地
権
者
の
意
向
調

査
か
ら
始
め
る
べ
き
で
は
。

都
市
建
設
部
長　

関
係
部
局
の

中
で
検
討
し
て
対
応
し
た
い
。

問　

土
地
利
用
条
例
の
規
則
を

緩
和
す
れ
ば
若
者
が
土
地
を
購

入
し
や
す
く
な
る
の
で
は
。

都
市
建
設
部
長　

土
地
利
用
審

議
会
で
判
断
さ
せ
て
も
ら
う
。

問　

市
の
未
利
用
地
処
分
の
こ

れ
か
ら
の
予
定
は
。

財
政
部
長　

積
極
的
に
随
時
処

分
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問　

本
庁
舎
建
設
で
利
用
度
が

少
な
く
な
っ
た
借
地
返
還
の
今

後
の
予
定
は
。

財
政
部
長　

必
要
性
を
検
討
し
、

買
取
り
や
返
還
を
進
め
て
い
く
。

現在の穂高広域焼却施設の余熱を
利用した温水プール

楽しい雪遊び

※
会
派
代
表
質
問
と
は
・・・
所
属
す
る
会
派
を
代
表
し
て
、
市
の
仕
事
の
全
般
に
わ
た
り
、
行
政
に
対
し
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
。

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い
！！

12 月
定例会

●
会
派
代
表
質
問
（
12
～
15
ペ
ー
ジ
）

●
一
般
質
問
（
16
～
23
ペ
ー
ジ
）

今号か
ら

代表質問・一般質問に
ＱＲコードを掲載します !!

今号から各議員の代表質問、一般質問にＱＲコードの掲
載を開始しました。このＱＲコードをスマートフォン等
で読み取ると、インターネット上の市議
会ホームページ内にある各議員の代表質
問や一般質問の録画放送のページにリン
クします。

使い方

上手に読み込むコツ
・枠内に大きめに納めること
・被写体との距離を調節してピントを合わ

せること
※スマートフォン等での録画放送の視聴には通信事業者のパ

ケット通信料がかかります。パケット通信料をご負担いた
だくことをあらかじめご了承いただき、通信料金にご注意
の上、ご利用ください。通信事業者のパケット定額制サー
ビスなどをご利用いただくことをおすすめします。

１　スマートフォン等でQRコードを読み込むには、専用の
アプリが必要です。

① iPhone は「App Store」からインストールしてください。
② Android は「Google Play」からインストールしてください。
※機種によっては最初からインストールされているものもあ

ります。

２　インストールできたら、アプリを起動します。起動する
と、カメラの撮影モードになります。ならない場合は「QR
コードの読み込み」のメニューがあるので、そちらを選択
してください。（名前はアプリによって多少違います）

３　次に、画面内に大きな四角の枠か線が表示されるので、
その枠内に収まるようにQRコードを撮影してください。

４　読み込みが成功するとURL（インターネットアドレス）
が表示されますので「リンクを開く」を選択してください。
（名前はアプリによって多少違います）

５　それぞれの議員の代表質問や一般質問の録画放送のペー
ジにリンクし、再生してご覧いただけます。
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会 派 代 表 質 問

日本共産党安曇野市議団　　松　澤　好　哲

民心・無所属の会　　荻　原　勝　昭

公
明
党
　
　
小
　
松
　
芳
　
樹

憲法が活かされ平和の砦
とりで

としての
自治体・安曇野市

環太平洋連携協定（ＴＰＰ）に
対する市長の政治姿勢

一
体
感
醸じ

ょ
う
せ
い成
の
組
織
編
成
と

教
育
現
場
に
お
け
る
加
配
体
制

問　

5
町
村
が
合
併
し
10
年
た

っ
た
。
本
庁
舎
も
完
成
し
組
織

体
制
も
固
ま
っ
た
と
見
え
る

が
、
一
体
感
は
醸

じ
ょ
う
せ
い
成
で
き
た
の

か
。

市
長　

本
庁
舎
で
の
業
務
の
開

始
に
よ
り
、
職
員
間
の
意
思
疎

通
や
協
力
体
制
な
ど
の
環
境
が

整
い
、
今
ま
で
以
上
に
一
体
感

の
醸
成
が
図
ら
れ
、
効
率
的
で

効
果
的
な
事
務
が
執
行
さ
れ
て

い
る
と
捉
え
て
い
る
。

問　

保
健
セ
ン
タ
ー
は
穂
高
に

集
約
さ
れ
１
年
た
つ
が
、
問
題

な
く
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
福
祉
部
・
保
健
医
療
部

の
二
部
体
制
と
な
っ
た
こ
と

で
、
連
携
は
取
れ
て
い
る
か
。

保
健
医
療
部
長　

健
康
支
援
セ

ン
タ
ー
は
穂
高
地
域
に
あ
る

が
、検
診
・
教
室
・
相
談
な
ど
は
、

各
地
区
の
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
出

向
い
て
行
っ
て
お
り
、
今
の
と

こ
ろ
苦
情
は
聞
い
て
い
な
い
。

問　

憲
法
第
8
章
に
あ
る
地
方

自
治
は
重
要
で
あ
る
。こ
れ
が
活

か
さ
れ
る
自
治
体
と
は
何
か
。

市
長　

地
方
自
治
の
原
則
に
は

市
政
が
市
民
の
意
思
と
責
任
の

も
と
で
行
わ
れ
る
住
民
自
治
と
、

国
か
ら
独
立
し
た
地
方
自
治
体

が
自
ら
の
意
思
と
責
任
の
も
と

で
、
自
主
的
、
自
立
的
な
自
治

体
運
営
を
行
う
団
体
自
治
の
2

つ
が
あ
る
。
住
民
自
治
の
原
則

が
重
要
で
あ
り
、
市
民
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

喜
び
と
誇
り
を
も
っ
て
納
税
す

る
こ
と
が
で
き
る
施
策
は
何
か

問　

安
曇
野
市
の
核
、
財
産
は

人
で
あ
り
、
財
政
の
基
礎
は
市

民
か
ら
の
税
金
で
あ
る
。
市
民

が
豊
か
に
な
ら
な
い
と
、
た
だ

借
金
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な

る
。
納
税
意
欲
が
湧
く
よ
う
な

施
策
は
。
ま
た
、
市
内
で
稼
げ

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
雇

用
の
確
保
や
企
業
本
社
を
誘
致

で
き
な
い
か
。そ
の
た
め
に
も
、

市
外
へ
の
パ
イ
プ
役
に
副
市
長

中
し
て
取
り
組
め
て
い
る
。

問　

発
達
障
が
い
の
子
の
保
護

者
の
中
に
は
、
普
通
教
室
で
の

教
育
を
望
む
声
が
あ
る
。
そ
う

な
る
と
、
教
員
の
加
配
が
必
要

だ
が
、
来
年
度
も
減
ら
す
こ
と

な
く
対
応
で
き
る
の
か
。ま
た
、

中
学
校
で
は
部
活
動
を
充
実
さ

せ
、
様
々
な
可
能
性
の
あ
る
生

徒
を
伸
ば
せ
る
指
導
者
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
。

教
育
部
長　

就
学
相
談
委
員
会

等
、
個
別
に
相
談
を
受
け
検
討

を
進
め
て
い
る
。
来
年
度
も
今

年
度
と
同
程
度
の
人
員
が
必
要

と
捉
え
て
い
る
。
今
後
、
校
長

会
を
通
じ
て
必
要
な
人
員
に
つ

い
て
の
調
整
を
進
め
る
予
定
。

問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
を
受

け
、
リ
ン
ゴ
の
輸
出
な
ど
攻
め

の
農
業
施
策
の
必
要
性
は
。

問　

政
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意

の
概
要
を
２
０
１
５
年
10
月
20

日
に
公
表
し
た
。
市
長
は
今
ま

で
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
市
民
生
活
に

大
変
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う

認
識
を
示
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の

情
報
公
開
を
望
み
、
国
会
決
議

を
守
る
よ
う
に
注
視
す
る
と
し

て
き
た
。
今
回
発
表
さ
れ
た
概

要
は
全
体
の
30
分
の
１
で
、
２

０
０
頁
分
の
和
訳
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
大
変
な
秘
密
主
義
で

交
渉
文
書
・
メ
ー
ル
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

発
効
後
4
年
間
は
秘
密
の
義
務

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
市
長

は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
対
応

し
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

市
長　

日
本
が
11
か
国
か
ら
輸

入
す
る
農
林
水
産
品
と
工
業
品

に
か
け
て
い
る
関
税
に
つ
い
て

は
、
全
品
目
の
95
％
が
撤
廃
さ

れ
る
。
米
の
輸
入
枠
ミ
ニ
マ
ム

ア
ク
セ
ス
米
77
万
ト
ン
の
他

に
、
ア
メ
リ
カ
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
合
計
で
7
万
８
４
０
０

ト
ン
の
輸
入
枠
が
新
設
さ
れ

る
。
協
定
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

農
林
部
長　

リ
ン
ゴ
を
中
心
に

海
外
輸
出
に
視
点
を
向
け
て
い

る
。
県
農
政
部
で
取
り
組
ん
で

い
る
※
ジ
ェ
ト
ロ
か
ら
の
情
報

を
得
な
が
ら
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
Ｊ
Ａ
で
は
安
曇
野
産
リ
ン

ゴ
を
香
港
、
台
湾
向
け
に
輸
出

が
始
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

解
決
条
項
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
自
治
体
も
こ
の
条
項
の
対

象
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

政
府
の
見
解
に
よ

る
と
、
日
本
の
厳
格
な
基
準
や

制
度
は
維
持
さ
れ
る
と
報
道
さ

れ
て
い
る
。
食
の
安
全
は
守
ら

れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
混
合
診
療
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

リ
ッ
ト
の
判
断
に
苦
し
む
と
こ

ろ
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
に
示
さ

れ
た
政
策
や
、
今
後
示
さ
れ
る

影
響
評
価
な
ど
を
見
極
め
た
上

で
、
県
と
も
連
携
を
し
な
が

ら
、
有
効
な
施
策
の
活
用
、
市

民
へ
の
情
報
開
示
な
ど
に
取
り

組
む
。

問　

政
府
調
達
あ
る
い
は
公
共

調
達
、
公
共
事
業
に
対
し
て
外

国
企
業
が
国
・
地
方
自
治
体
の

事
業
に
参
入
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
英
語
と
自
国
語
で
電
子
競

争
入
札
制
度
で
や
る
と
い
う
こ

と
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
決
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
状
況
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

総
務
部
長　

デ
メ
リ
ッ
ト
が
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
国
が
公
表

す
る
内
容
を
し
っ
か
り
と
注
視

し
て
い
き
た
い
。
市
内
企
業
に

仕
事
が
回
る
よ
う
な
形
も
維
持

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
条
項
の
取
り
決

め
が
あ
る
。
こ
れ
は
外
国
の
投

資
家
・
企
業
対
自
治
体
の
紛
争

母
子
手
帳
の
交
付
な
ど
は
本
庁

舎
で
も
行
っ
て
い
る
。
保
健
医

療
部
で
も
、
母
子
や
高
齢
者
・

精
神
保
健
な
ど
福
祉
に
係
る
業

務
に
携
わ
っ
て
い
る
の
で
、
今

後
も
福
祉
部
と
連
携
し
て
進
め

て
い
く
。

福
祉
部
長　

医
療
や
健
康
づ
く

り
、
介
護
保
険
業
務
が
保
健
医

療
部
へ
移
管
さ
れ
た
こ
と
で
、

福
祉
分
野
の
業
務
が
よ
り
凝
縮

さ
れ
、
専
門
的
な
業
務
に
も
集

で
き
な
い
か
。ま
た
、拾
ヶ
堰
の

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
登
録

と
お
船
祭
り
の
展
望
、学
芸
員
や

集
積
庫
等
の
問
題
を
伺
う
。

市
長　

歴
史
編
纂
は
検
討
す

る
。拾
ヶ
堰
は
県
と
連
携
し
、積

極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。お
船

祭
り
は
、
地
域
の
お
船
を
一
同

に
展
示
し
、
国
内
外
に
発
信
し

て
い
く
。
学
芸
員
等
は
新
市
立

博
物
館
構
想
に
記
載
し
た
。

ク
ラ
ス
の
外
交
担
当
を
置
く
の

は
ど
う
か
。

市
長　

納
税
意
欲
向
上
の
た
め
、

市
民
参
加
に
よ
る
行
政
運
営
の

実
現
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

施
設
整
備
は
ソ
フ
ト
事
業
と
関

連
さ
せ
充
実
を
図
る
。
企
業
誘

致
は
、
優
良
企
業
誘
致
と
地
元

雇
用
の
促
進
が
課
題
で
あ
る
。

平
成
26
年
の
工
業
ビ
ジ
ョ
ン
見

直
し
で
新
産
業
団
地
の
拡
充
と

企
業
誘
致
を
図
る
。
専
門
知
識

を
持
っ
た
職
員
育
成
に
努
め
、

外
交
担
当
は
考
え
て
い
な
い
。

平
和
な
社
会
の
た
め
の
教
育
を

問　

広
島
平
和
の
灯
の
分
火
や
、

平
和
記
念
式
典
に
派
遣
す
る
中

学
生
の
増
員
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

分
火
は
、
設
備
が
必
要

な
た
め
今
後
の
検
討
課
題
と
す

る
。
中
学
生
の
派
遣
は
予
算
等

の
問
題
も
あ
る
が
、現
場
等
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
取
り
組
む
。

安
曇
野
市
の
財
産
を
後
世
へ

問　

安
曇
野
市
の
歴
史
を
編へ
ん
さ
ん纂

ハト風船（平和のつどい）

ＴＰＰと攻めの農業で安曇野農産物は
どうなる

※資料：平均経営面積「農業機構動態調査」、USDA/NASS資料
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

※
ジ
ェ
ト
ロ
と
は
・
・
・
日
本
貿
易
振
興
機
構
の
こ
と
で
、
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
や
企
業
等
の
海
外
展
開
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
。

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い
！！

12 月
定例会

農地面積の比較
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一 般 質 問

被害木の伐倒くん蒸作業

問
　
耐
用
年
数
を
は
る
か
に
経
過
し
、
水
洗

ト
イ
レ
・
洗
面
施
設
や
浴
室
の
整
備
が
さ
れ

て
い
な
い
な
ど
、
市
営
住
宅
の
環
境
改
善
が

課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
営
住
宅

整
備
の
計
画
策
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

現
在
、
募
集
停
止
中
の
8
団
地
に
つ

い
て
は
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
整
備
基
準
が
満

た
さ
れ
て
い
な
い
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
は
あ
る
が
、
計
画
的
に
住
環
境
の
改
善
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

一
方
で
、
民
間
賃
貸
住
宅
者
の
圧
迫
に
な

ら
な
い
よ
う
な
配
慮
も
、
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
て
い
る
。

問　

平
成
24
年
9
月
県
議
会
の
知
事
の
答
弁

で
、
住
民
に
密
着
し
た
市
町
村
が
主
体
に
供

給
管
理
を
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
県
営
住

宅
を
建
て
か
え
後
に
、
市
町
村
に
譲
渡
を
進

め
る
方
針
を
示
さ
れ
た
が
。

都
市
建
設
部
長　

平
成
24
年
11
月
に
ア
ル
プ

ス
団
地
2
棟
に
つ
い
て
、
移
管
協
議
が
行
わ

れ
、
現
在
も
継
続
し
協
議
を
続
け
て
い
る
。

ま
た
、
公
営
住
宅
は
県
と
市
の
双
方
が
役

割
を
担
う
べ
き
と
認
識
し
、
事
業
主
体
が
引

き
続
き
管
理
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

東
西
線
を
軸
と
し
た
基
幹
道
路
の
新
設
を

問　

広
域
農
道
の
久
保
田
地
籍
か
ら
大
糸
線

ま
で
の
市
道
４
４
６
２
号
先
線
の
考
え
は
。

都
市
建
設
部
長　

矢
原
高
見
地
区
の
国
道
１

４
７
号
ま
で
の
事
業
推
進
を
考
え
て
い
る
。

問　

こ
の
道
路
を
さ
ら
に
延
伸
し
、
県
民
グ

ラ
ン
ド
に
繋つ
な
ぐ
と
、
東
西
線
の
基
幹
軸
と
し

て
、豊
科
市
街
地
や
国
道
19
号
と
接
続
で
き
、

地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
の
で
は
。

市
長　

そ
の
提
案
に
私
も
十
分
賛
同
す
る
。

安
曇
野
イ
ン
タ
ー
や
国
道
19
号
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
向
上
し
、効
果
が
大
き
く
期
待
で
き
る
。

ぜ
ひ
地
元
の
気
運
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
い
、

地
権
者
の
協
力
を
切
に
お
願
い
し
た
い
。

問　
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

環
境
3
Ｒ
と
命
の
大
切
さ
や
か
け
が
え
の
な

い
地
球
資
源
に
対
す
る
尊
敬
の
念
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
、
環
境

へ
の
責
任
を
果
た
す
ま
ち
を
総
合
計
画
に
掲

げ
て
い
る
本
市
の
今
後
の
展
望
を
伺
う
。

市
長　

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
連
携
・
協
働
し
て
、
自
然
と
共
存

共
栄
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。
最
終
処
分
場
を
持
た
な

い
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
は
極
め
て
重
要
な

課
題
。ご
み
の
発
生
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、

環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
限
り
減
ら
し
て
い

く
努
力
、
資
源
と
し
て
有
効
活
用
を
し
て
い

く
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　

生
ご
み
も
入
っ
た
可
燃
ご
み
。
そ
の
70

～
80
％
が
水
分
と
聞
い
た
。
可
燃
ご
み
回
収

の
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

人
口
が
減
少
し
つ
つ
あ
る

中
で
排
出
量
は
減
ら
な
い
。
不
適
正
な
ご
み

の
シ
ー
ル
を
張
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
広
報
紙

な
ど
を
通
し
て
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

問　

小
中
学
校
の
環
境
教
育
に
つい
て
伺
う
。

教
育
部
長　

市
内
各
校
で
特
色
あ
る
環
境
教

育
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
家
庭
や
地
域

へ
の
意
識
啓
発
に
も
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

問　

食
品
ロ
ス
に
関
し
て
、
松
本
市
の
取
り

組
ん
で
い
る
「
残
さ
ず
食
べ
よ
う
30
・
10
運

動
」
を
本
市
で
も
取
り
組
め
な
い
か
。

市
長　

松
本
地
方
事
務
所
管
内
の
市
町
村
全

体
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
市
も
広
報

活
動
を
行
っ
て
普
及
・
定
着
に
取
り
組
む
。

ひ
き
こ
も
り
の
社
会
復
帰
支
援
に
つ
い
て

問　

ひ
き
こ
も
り
の
高
年
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
生
活
困

こ
ん
き
ゅ
う窮者
に
な
る
可
能
性
も
高
い
。

今
後
の
支
援
策
を
伺
う
。

福
祉
部
長　

相
談
か
ら
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
支

援
が
大
切
と
考
え
る
。
支
援
力
の
向
上
を
図

り
、
当
事
者
の
望
む
支
援
に
繋つ
な
げ
て
い
く
。

問　

県
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
か
ら
県
内
に
お
け

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
額
３
９
２
億
円
が
示
さ
れ

た
が
、
市
の
対
応
策
を
伺
う
。

市
長　

国
か
ら
の
情
報
を
注
視
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

相
談
窓
口
の
設
置
や
海
外
輸
出
戦
略
、
六
次

産
業
化
な
ど
創
意
工
夫
と
独
自
性
の
高
い
計

画
を
考
え
て
い
く
。

問　

次
世
代
の
農
業
担
い
手
確
保
や
後
継
者

づ
く
り
の
諸
施
策
と
成
果
を
伺
う
。

農
林
部
長　

合
併
後
の
新
規
就
農
者
は
近
年

増
加
傾
向
で
、
青
年
就
農
給
付
金
は
21
人
、

親
元
就
農
支
援
金
は
40
人
、
新
規
就
農
者
生

活
支
援
金
は
7
人
受
給
し
、
荒
廃
農
地
解
消

就
農
者
は
20
人
で
約
４
ha
解
消
で
き
た
。
各

種
給
付
金
の
効
果
は
大
き
い
と
評
価
す
る
。

問　

親
元
就
農
支
援
金
は
、
配
偶
者
ま
で
対

象
と
な
ら
な
い
か
。

農
林
部
長　

配
偶
者
本
人
の
就
農
が
合
併
後

で
、
夫
婦
で
本
格
的
に
農
業
に
従
事
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
新
年
度
か
ら
交

付
対
象
と
す
る
よ
う
拡
充
を
検
討
し
て
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
に
つ
い
て

問　

ブ
ラ
ン
ド
品
の
範
囲
は
広
い
が
、
農
産

物
加
工
品
ブ
ラ
ン
ド
の
認
証
制
度
手
続
き
が

実
施
で
き
な
い
か
。

市
長　

課
題
は
多
い
が
、
地
名
を
活
用
し
た

Ｐ
Ｒ
手
法
と
し
て
一
定
の
効
果
は
期
待
で
き

る
の
で
、
関
係
者
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
い
く
。

問　

市
の
魅
力
を
付
加
し
た
商
品
に
、
商
標

登
録
出
願
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
、
認
証

商
品
の
包
装
・
容
器
に
市
の
統
一
さ
れ
た
認

証
マ
ー
ク
を
付
し
て
販
売
で
き
な
い
か
。

商
工
観
光
部
長　

商
標
登
録
出
願
制
度
の
運

用
お
よ
び
認
証
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
使
用
は
、

差
別
化
や
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
が
図
ら
れ
る
た
め

関
係
部
署
と
研
究
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
取
得

問
　
松
く
い
虫
の
被
害
状
況
と
対
策
の
進
し
ん
ち
ょ
く
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

松
く
い
虫
被
害
は
、
平
成
18
年
度
か

ら
増
加
傾
向
と
な
り
、
平
成
25
年
度
は
過
去

最
高
で
材
積
は
８
８
１
７
㎥
と
な
っ
た
。
平

成
27
年
度
の
被
害
は
9
月
末
現
在
で
５
８
６

５
㎥
、
前
年
比
1
・
6
％
増
で
あ
る
。
被
害

木
の
防
除
対
策
は
、
市
松
く
い
虫
被
害
防
止

対
策
方
針
に
基
づ
き
、
伐
倒
く
ん
蒸
処
理
や

薬
剤
散
布
等
の
対
策
を
、
明
科
地
域
は
有
人

ヘ
リ
、
豊
科
地
域
は
無
人
ヘ
リ
な
ど
地
域
に

応
じ
て
講
じ
て
い
る
が
、
終
息
に
向
か
わ
な

い
の
が
現
状
。
松
く
い
虫
に
強
い
樹
種
転
換

等
樹
木
形
成
の
研
究
・
検
討
が
始
ま
っ
て
い

る
の
で
、今
後
は
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

問　

西
山
地
域
の
松
く
い
虫
の
被
害
状
況
と

予
防
事
業
・
駆
除
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

農
林
部
長　

平
成
26
年
度
、
穂
高
・
堀
金
・

三
郷
の
被
害
量
の
材
積
は
２
７
１
３
㎥
で
、

市
内
全
域
の
32
・
3
％
に
あ
た
り
、
そ
の
内

２
６
２
５
㎥
の
駆
除
を
行
っ
た
。
予
防
対
策

と
し
て
穂
高
権
現
宮
は
地
上
薬
剤
散
布
を
実

施
。
平
成
27
年
11
月
末
現
在
、
穂
高
１
３
２

７
㎥
、
堀
金
１
３
２
㎥
、
三
郷
53
㎥
を
駆
除

し
、
市
単
独
伐
倒
処
理
も
３
８
６
㎥
行
っ
て

い
る
。

問　

平
成
28
年
度
以
降
の
西
山
地
域
の
予
防

事
業
の
取
り
組
み
と
、
市
民
へ
の
普
及
啓
発

事
業
等
の
取
り
組
み
は
。

農
林
部
長　

西
山
地
区
松
く
い
虫
被
害
対
策

協
議
会
で
守
る
べ
き
松
林
等
対
策
対
象
松
林

の
位
置
付
け
や
地
区
を
明
確
に
定
め
、
効
果

的
な
対
策
を
図
っ
て
い
く
。
空
中
薬
剤
散
布

は
地
域
住
民
お
よ
び
関
係
者
の
理
解
を
得
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
大お
で
ら
っ
ぱ
ら

平
原
周
辺
を
含

め
関
係
法
令
や
長
野
県
防
除
実
施
基
準
に
沿

っ
た
形
で
今
後
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
国
道
１
４
７
号
高
家
バ
イ
パ
ス
の
県
道
鍋

割
穂
高
線
ま
で
の
早
期
開
通
に
つ
い
て

○
東
金
市
と
の
生
涯
教
育
の
取
り
組
み
は

老朽化のため募集停止中の市営団地

水田の水平均
きんぺい

平作業（レーザーレベラー）

市政のここが聴きたい！！6 月
定例会

一 般 質 問

※
一
般
質
問
と
は
…
「
市
政
一
般
に
関
す
る
質
問
」
で
、
議
員
が
市
政
課
題
等
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
行
政
に
質
問
す
る
こ
と
。

市政のここが聴きたい！！12 月
定例会

公
営
住
宅
の
住
環
境
改
善
に

向
け
て
の
整
備
方
針
を
伺
う

信
誠
会
　
山
　
田 

　
幸
　
与

松
く
い
虫
の
被
害
対
策
は

信
誠
会
　
一
　
志
　
信
一
郎

「
も
っ
た
い
な
い
」
の

心
を
持
つ
こ
と

公
明
党
　
中
　
村
　
今
朝
子

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
大
筋
合
意
を
受
け

農
業
は
生
き
残
れ
る
の
か

信
誠
会
　
小 

松
　
洋 
一 
郎
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一 般 質 問

４月から１年生！　年長さんの演技

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
放
送
を
活
用

し
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
後
の
行
政
情
報
の

提
供
と
、
よ
く
聞
こ
え
な
い
屋
外
の
デ
ジ
タ

ル
防
災
放
送
の
欠
陥
を
カ
バ
ー
す
る
た
め

に
、
緊
急
告
知
機
能
つ
き
Ｆ
Ｍ
防
災
ラ
ジ
オ

の
整
備
を
、
6
月
と
9
月
の
定
例
会
で
続
け

て
要
請
し
、市
長
は
研
究
す
る
と
回
答
し
た
。

そ
こ
で
、
研
究
し
た
結
果
を
聞
き
た
い
。

市
長　

一
般
行
政
情
報
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
放
送
を
活
用
し
て

提
供
し
て
い
き
た
い
。
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
避

難
行
動
の
支
援
が
必
要
な
人
な
ど
へ
の
情
報

伝
達
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
今
後
あ
づ
み
野

エ
フ
エ
ム
放
送
（
株
）
と
慎
重
に
調
査
、
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

総
務
部
長　

現
在
、
安
曇
野
市
に
合
っ
た
防

災
ラ
ジ
オ
は
ど
う
い
う
も
の
か
研
究
を
続
け

て
い
る
段
階
で
あ
る
。

政
策
部
長　

市
政
情
報
は
平
成
28
年
4
月
か

ら
毎
日
朝
と
夜
の
2
回
、
本
市
の
番
組
枠
を

設
定
し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
講
座
、
講
習

会
、
注
意
報
や
警
報
な
ど
各
課
か
ら
の
お
知

ら
せ
を
中
心
に
放
送
す
る
予
定
で
あ
る
。
な

お
、
告
別
式
の
放
送
は
廃
止
し
、
今
後
は
Ｆ

Ｍ
放
送
を
聞
く
よ
う
周
知
し
た
い
。

介
護
予
防
事
業
の
充
実
に
つ
い
て

問　

少
子
・
高
齢
化
が
進
み
、
医
療
と
介
護

を
必
要
と
す
る
人
が
増
加
し
て
い
る
。
本
市

の
高
齢
化
率
は
間
も
な
く
30
％
に
達
し
、
介

護
保
険
料
基
準
額
は
、
現
在
の
月
額
５
４
０

０
円
が
平
成
37
年
に
は
７
８
０
０
円
に
な
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
介
護
給
付
費
の
増
加

を
抑
制
す
る
た
め
に
、
介
護
予
防
事
業
を
強

力
に
推
進
す
る
考
え
が
あ
る
か
聞
き
た
い
。

市
長　

高
齢
者
へ
の
介
護
予
防
事
業
が
重
要

で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
、
介
護
予
防
教
室
や

認
知
症
予
防
講
座
を
数
多
く
実
施
し
て
い

る
。
教
室
終
了
後
は
自
主
的
な
活
動
に
移
行

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
。

問　

太
陽
光
発
電
施
設
設
置
に
つ
い
て
は
8

月
ま
で
に
30
件
の
申
請
が
あ
り
、
17
件
が
稼

働
中
と
の
こ
と
だ
。
今
後
も
許
可
が
さ
れ
れ

ば
設
置
が
増
え
る
。
市
民
か
ら
は
「
自
然
風

景
が
台
無
し
に
な
っ
て
い
く
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
市
長
は
こ
う
し
た
状
況
を

ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。

市
長　

条
例
に
基
づ
く
審
査
で
、
環
境
に
配

慮
し
た
対
応
を
進
め
て
い
く
。

問　

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
関
し
て

は
、
住
民
へ
の
十
分
な
説
明
と
納
得
が
必
要

だ
。
周
知
範
囲
の
拡
大
は
ど
う
か
。
ま
た
守

る
べ
き
地
域
を
具
体
的
に
明
確
に
し
た
り
、

設
置
者
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
最
後
ま
で

責
任
を
持
た
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
部
長　

周
知
の
範
囲
拡
大
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
く
。
ふ
さ
わ
し
く
な
い
地

域
、設
置
者
を
明
確
に
す
る
と
い
う
点
で
は
、

事
例
研
究
し
て
い
く
。

介
護
報
酬
引
き
下
げ
の
影
響
は

問　

介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
で
、
事
業
所
で

は
様
々
な
困
難
に
直
面
し
、
減
収
に
な
っ
た

事
業
所
も
あ
る
。
今
後
は
小
規
模
通
所
事
業

所
は
市
の
指
定
に
な
り
、
総
合
事
業
の
重
要

な
担
い
手
に
な
り
う
る
た
め
、
何
ら
か
の
対

策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

保
健
医
療
部
長　

予
算
の
上
限
が
決
ま
っ
て

い
る
新
総
合
事
業
の
枠
組
み
の
中
で
、
サ
ー

ビ
ス
内
容
な
ど
を
見
な
が
ら
、
総
合
的
に
検

討
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助

問　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が
※
4
価

に
な
り
、
値
段
も
５
０
０
円
ほ
ど
高
く
な
っ

た
。
13
歳
未
満
は
2
回
の
接
種
が
必
要
で
多

子
家
庭
で
は
大
き
な
負
担
に
な
る
。
補
助
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

保
健
医
療
部
長　

他
の
自
治
体
の
状
況
を
見

な
が
ら
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

平
成
27
年
10
月
に
発
表
さ
れ
た
安
曇
野

版
総
合
戦
略
の
目
標
で
あ
る
「
新
た
な
雇
用

を
生
み
出
す
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

そ
の
施
策
と
し
て
、
商
工
業
、
農
林

業
、
観
光
業
な
ど
各
産
業
へ
の
振
興
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
産
業
モ
デ
ル
へ
の
支
援
、

安
曇
野
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
雇
用
機
会
の
創
出

を
盛
り
込
ん
で
い
く
。

問　

産
業
用
地
や
新
工
業
団
地
の
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
姿
勢
を
問
う
。

商
工
観
光
部
長　

庁
内
の
新
産
業
団
地
適
地

検
討
会
議
で
協
議
し
、
開
発
可
能
な
場
所
や

手
法
を
検
討
し
て
い
る
。
地
区
土
地
利
用
計

画
の
策
定
や
農
振
除
外
の
協
議
を
進
め
、
国

や
県
と
も
交
渉
し
な
が
ら
、
産
業
用
地
の
確

保
を
目
指
し
て
い
く
。

問　

雇
用
の
創
出
を
目
指
す
企
業
誘
致
戦
略

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

工
業
振
興
施
策
に
基
づ
き
、
産
業
団

地
の
充
実
を
図
り
、
推
奨
す
べ
き
産
業
、
安

曇
野
に
マ
ッ
チ
し
た
産
業
を
主
と
し
た
企
業

の
誘
致
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
工
業
振
興
推

進
協
議
会
を
設
置
し
、
市
内
企
業
が
連
携
し

や
す
い
産
業
の
創
出
、
誘
致
に
努
め
る
。

安
曇
野
市
新
市
立
博
物
館
構
想
に
つ
い
て

問　

新
市
立
博
物
館
構
想
の
基
本
理
念
と
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長　

市
の
総
合
計
画
お
よ
び
文
化
振
興
計

画
を
基
本
に
策
定
委
員
会
が
検
討
を
加
え
、

市
が
平
成
27
年
11
月
に
発
表
。市
の
美
術
館
・

博
物
館
は
9
館
あ
る
。
構
想
は
、
老
朽
化
を

考
慮
し
統
廃
合
を
含
む
今
後
の
あ
り
方
や
新

博
物
館
建
設
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。

教
育
部
長　

各
町
村
時
代
か
ら
の
博
物
館
活

動
を
継
承
し
、
安
曇
野
の
文
化
を
守
り
、
育

て
て
い
く
に
は
15
～
20
年
の
長
期
的
な
視
野

に
立
っ
た
整
備
が
必
要
。
市
の
公
共
施
設
再

配
置
計
画
と
の
整
合
性
も
検
討
し
て
い
く
。

問
　
5
年
、
10
年
後
、
若
者
や
子
育
て
世
代

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

市
長　

総
合
戦
略
で
子
育
て
世
代
が
本
市
で

移
住
・
定
住
・
働
く
こ
と
を
目
指
す
。
愛
着

と
誇
り
を
持
ち
、
住
み
続
け
て
い
き
た
い
と

い
う
ま
ち
を
市
民
協
働
で
作
り
上
げ
た
い
。

問　

保
育
園
の
民
営
化
は
「
住
み
や
す
い
、

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
に
相
反
し
な
い
か
。

市
長　

親
の
ニ
ー
ズ
は
多
岐
に
わ
た
る
。
子

育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
の
推
進
に
民
営
化

の
検
討
を
始
め
た
。民み
ん
の
力
と
知
恵
を
借
り
、

子
育
て
支
援
を
多
面
的
に
検
討
し
た
い
。

問　

民
営
化
で
問
題
が
解
決
す
る
の
か
。

市
長　

行
政
改
革
推
進
委
員
会
に
問
題
点
も

含
め
検
討
し
て
も
ら
う
。

問　

信
州
型
自
然
保
育
に
地
産
地
消
の
給
食

を
加
え
た
保
育
は
ど
う
か
。
民
営
化
に
つ
い

て
保
護
者
や
職
員
の
意
見
は
。

福
祉
部
長　

季
節
の
豊
富
な
野
菜
な
ど
の
利

用
は
推
進
し
た
い
。
民
営
化
に
つ
い
て
保
護

者
に
意
見
は
聞
い
て
い
な
い
。
職
員
に
は
、

園
長
を
通
じ
検
討
、研
究
を
説
明
し
て
い
る
。

問　

公
立
図
書
館
の
指
定
管
理
や
民
間
委
託

を
進
め
る
の
か
。

市
長　

図
書
館
基
本
計
画
に
従
っ
て
よ
り
よ

い
図
書
館
運
営
を
目
指
す
。
高
度
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
専
門
性
の
高
い
人

材
確
保
と
効
率
的
な
運
用
に
向
け
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。
民
は

利
益
を
上
げ
る
だ
け
、
民
が
悪
く
官
だ
け
が

す
べ
て
善
と
い
う
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

問　

学
校
図
書
館
の
司
書
が
民
か
ら
派
遣
さ

れ
る
状
況
は
許
さ
れ
る
の
か
。

教
育
長　

子
ど
も
達
の
読
書
環
境
に
欠
か
せ

な
い
の
で
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
検
討
の

中
で
慎
重
に
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】　

〇
青
少
年
育
成
条
例
問
題

〇
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
安
曇
野
市
の
農
業

〇
増
田
建
設
産
業
の
防
音
シ
ー
ト
問
題

飯田学校「健康づくり教室」（年間開催）

市内で最も進出企業が多い
あづみ野産業団地

一 般 質 問

※
４
価
と
は
…
Ａ
型
２
株
と
Ｂ
型
２
株
の
ワ
ク
チ
ン
の
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
3
価
（
Ａ
型
2
株
と
Ｂ
型
1
株
）
よ
り
予
防
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

屋
外
防
災
放
送
の
欠
陥
と
ア

ナ
ロ
グ
放
送
廃
止
後
の
対
応

信
誠
会
　
竹
　
内
　
秀
太
郎

子
育
て
支
援
に
反
す
る

保
育
園
や
図
書
館
の
民
営
化

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
井 

出  

勝 

正

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と

環
境
保
全
の
あ
り
方
は

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
猪
狩 

久
美
子

産
業
用
地
の
確
保
と

企
業
誘
致
戦
略
は

信
誠
会
　
宮
　
澤
　
豊
　
次

市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！12 月
定例会
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一 般 質 問

総合体育館の建設予定地（豊科南部総合公園）

問
　
所
有
者
の
所
在
が
分
か
ら
な
い
、
相
続

人
が
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
管
理
不
全
な
空

き
家
が
多
数
生
じ
、
行
政
上
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
対
応
を
伺
う
。

市
長　

倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
、
防
災
、
景

観
、
環
境
衛
生
な
ど
で
住
環
境
を
悪
化
さ
せ

て
い
る
空
き
家
等
は
増
加
し
て
い
る
。
全
国

共
通
の
問
題
で
あ
り
、
市
と
し
て
の
対
応
が

迫
ら
れ
て
い
る
。
管
理
不
全
な
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
庁
内
で
し
っ
か
り
検
討
す
る
。

市
民
生
活
部
長
　
複
雑
な
相
続
関
係
か
ら
数

十
年
も
放
置
さ
れ
、
倒
壊
寸
前
の
空
き
家
に

対
し
建
物
除
去
の
指
導
を
す
る
な
ど
対
策
に

努
め
て
い
る
。
空
き
家
対
策
の
た
め
の
協
議

会
を
設
置
す
る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

問　

利
活
用
可
能
な
空
き
家
の
情
報
に
つ
い

て
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
設
け
る
か
。

政
策
部
長　

県
、
市
町
村
、
県
宅
建
協
会
の

連
携
で
運
営
す
る
「
楽
園
信
州
空
き
家
バ
ン

ク
」
が
平
成
27
年
8
月
に
開
設
さ
れ
、
運
用

さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
市
内
の
建
築
士
会
や

宅
建
協
会
等
と
連
携
を
図
り
、
市
の
空
き
家

情
報
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

問　

空
き
家
関
連
の
条
例
制
定
の
考
え
は
あ

る
か
。

市
民
生
活
部
長　

市
で
は
、
平
成
27
年
5
月

施
行
の
「
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
」
に
対

応
し
な
が
ら
進
め
る
。
そ
の
う
え
で
、
補
完

的
に
必
要
で
あ
れ
ば
考
え
て
い
く
。

農
業
委
員
会
法
改
正
に
伴
う
対
応
は

問　

委
員
の
選
出
が
、
選
挙
か
ら
市
長
の
任

命
制
に
な
る
が
ど
う
変
わ
る
か
。

農
林
部
長　

市
長
の
任
命
は
、
市
議
会
の
同

意
を
要
件
と
す
る
。こ
れ
ま
で
以
上
に
公
平
・

公
正
、
透
明
性
を
担
保
す
る
よ
う
努
め
る
。

な
お
新
法
は
、
現
在
の
委
員
の
任
期
が
終
了

後
の
適
用
と
な
る
。

問　

福
祉
や
防
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

課
題
に
、
自
治
体
が
民
間
と
共
同
で
取
り
組

む
連
携
協
定
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

防
災
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て
は
、

民
間
企
業
と
の
連
携
を
18
件
、
国
や
友
好
都

市
と
の
相
互
応
援
協
定
を
6
件
締
結
し
て
い

る
他
、
長
野
県
市
町
村
災
害
時
相
互
応
援
協

定
に
も
参
加
し
て
い
る
。
民
間
企
業
、
団
体

な
ど
と
の
協
定
の
主
な
も
の
は
、救
援
物
資
、

燃
料
の
供
給
、
道
路
、
施
設
な
ど
の
応
急
対

策
業
務
の
協
定
、
協
力
、
医
療
救
護
活
動
に

関
す
る
も
の
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
伝

達
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
今
後
、
福
祉
避

難
所
の
設
置
運
営
に
関
し
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
年
度
内
に
協
定
を
締
結
し
た
い
。

問　

若
者
就
職
支
援
お
よ
び
高
齢
者
の
再
就

職
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

商
工
観
光
部
長　

市
の
就
職
支
援
対
策
と
し

て
安
曇
野
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
、
県

安
曇
野
庁
舎
１
階
に
移
転
設
置
を
し
、
総
勢

5
人
体
制
で
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
わ

か
も
の
就
職
サ
ポ
ー
ト
相
談
会
を
毎
月
第
3

金
曜
日
に
本
庁
舎
の
3
階
で
開
催
し
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
も
、
障
が
い
を
持
つ
若
者
に
向
け

た
農
業
就
労
体
験
や
、
就
労
に
向
け
た
サ
ポ

ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
労
働
相

談
会
は
、
高
齢
者
の
再
就
職
支
援
も
含
め
毎

月
第
2
水
曜
日
の
18
～
20
時
ま
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ユ
ニ
オ
ン
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
中
信

労
政
事
務
所
の
相
談
員
に
依
頼
し
、
労
働
問

題
全
般
か
ら
生
活
相
談
ま
で
受
け
て
い
る
。

問　

災
害
弱
者
の
た
め
の
、
福
祉
避
難
所
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長　

市
お
よ
び
市
社
協
の
施
設
、
計

5
か
所
を
福
祉
避
難
所
に
指
定
し
て
い
る
。

開
設
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
年
度
内
の
完
成
を

目
指
し
作
成
中
で
あ
る
。
避
難
対
象
者
が
災

害
発
生
時
に
、
身
近
な
避
難
所
に
避
難
し
て

か
ら
福
祉
避
難
所
へ
移
動
で
き
る
、
福
祉
輸

送
が
可
能
な
業
者
と
協
定
を
結
ぶ
方
針
。

問　

東
京
が
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
都
市
に
決
ま
っ
た
。

安
曇
野
市
と
し
て
、
ホ
ス
ト
シ
テ
ィ
・
タ
ウ

ン
構
想
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ

れ
た
の
か
聞
き
た
い
。

市
長　

友
好
都
市
、
東
京
都
江
戸
川
区
が
カ

ヌ
ー
競
技
場
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和

国
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
町
と
国
際
姉
妹
都
市
締
結

を
し
て
い
る
本
市
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国

カ
ヌ
ー
選
手
団
の
合
宿
地
に
な
れ
な
い
か
、

構
想
実
現
に
向
け
検
討
し
た
。
期
限
内
の
事

前
協
議
を
整
え
ら
れ
ず
今
回
は
断
念
し
た
。

追
加
登
録
に
向
け
努
力
を
し
て
い
く
。

問　

旧
明
科
町
所
有
の
カ
ヌ
ー
、
市
民
が
寄

贈
し
た
カ
ヌ
ー
の
活
用
状
況
を
聞
き
た
い
。

教
育
部
長　

自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら

ぎ
」
に
13
艇
保
管
さ
れ
、
小
中
学
校
等
6
団

体
が
活
用
し
て
い
る
。

問　

30
周
年
を
迎
え
た
明
科
高
校
に
は
、
安

曇
野
市
在
住
の
生
徒
１
２
６
人
（
33
・
2
％
）

が
通
学
し
て
い
る
。
カ
ヌ
ー
留
学
生
を
明
科

高
校
に
よ
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

明
科
高
校
に
カ
ヌ
ー
留
学
の
実
現

は
難
し
い
状
況
と
捉
え
て
い
る
。
市
と
し
て

明
科
高
校
に
今
後
ど
ん
な
支
援
が
で
き
る

か
、
話
を
聞
く
機
会
を
考
え
て
い
く
。

「
が
く
都
ま
つ
も
と
」
ぷ
ら
すO

ne
安
曇
野

G
akki

に
関
し

問　

松
本
市
は
、
学
・
岳
・
楽
の
「
が
く
都

ま
つ
も
と
」
を
発
信
し
、
世
界
か
ら
注
目
さ

れ
る
セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ
松
本
フ
ェ
ス
テ
バ
ル

で
世
界
屈
指
の
演
奏
家
が
愛
用
す
る
フ
ル
ー

ト
に
は
、A

ZU
M
IN
O
	JA
PA
N

が
刻
印

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
昇
竜
太
鼓
、
オ

ル
ゴ
ー
ル
等
安
曇
野
の
楽
器
を
ふ
る
さ
と
寄

附
の
お
返
し
に
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長　

安
曇
野
の
産
業
振
興
に
寄
与
す

る
の
で
、
楽
器
も
含
め
「
メ
イ
ド
イ
ン
安
曇

野
」
と
し
て
提
案
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
体
育
館
の
整
備
方
針
が
、
当
初
の
市
民

の
た
め
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
観
点
か

ら
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
を
含
め
た
公
式
ス
ポ
ー

ツ
の
た
め
の
施
設
へ
と
大
き
く
変
わ
っ
て
し

ま
っ
て
い
な
い
か
。
国
体
基
準
と
い
う
方
針

は
ど
こ
で
決
ま
っ
た
の
か
。

市
長　

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
実
感
で
き
る
競

技
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
施
設
と
な
り
得
る
規
模

の
整
備
を
考
え
て
い
る
。
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
関
心
も
高
め
ら
れ
、
重
複
し
た
施
設
の

整
備
も
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
に
も
幅

が
生
ま
れ
る
。

教
育
部
長　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
中
で
掲

げ
て
い
る
、
大
規
模
大
会
等
を
想
定
し
た
拠

点
施
設
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
推
進
す

る
た
め
に
今
回
の
整
備
計
画
を
ま
と
め
た
。

問　

国
体
基
準
は
た
た
き
台
か
、
そ
れ
と
も

決
定
事
項
か
。

教
育
部
長　

こ
れ
が
現
時
点
の
計
画
で
あ
る
。

問　

建
設
費
用
と
維
持
費
用
の
試
算
は
。

教
育
部
長　

具
体
的
な
検
討
は
こ
れ
か
ら
。

問　

肝
心
の
民
意
は
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
く

の
か
。
民
意
を
く
む
ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
施
す

る
か
。

市
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
、
民
意
を
ど
こ

ま
で
反
映
し
て
い
る
か
慎
重
に
行
う
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。
現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。

汚
水
排
水
は
ど
こ
に
消
え
た
の
か

問　

北
小
倉
の
廃
棄
物
処
理
施
設
は
一
地
域

の
問
題
で
は
な
く
、
安
曇
野
の
水
環
境
を
脅

か
す
可
能
性
が
あ
る
。
業
者
の
下
水
道
使
用

量
の
実
績
が
極
端
に
少
な
い
、
ま
た
は
使
用

量
が
0
の
時
が
あ
る
。
排
水
は
ど
こ
に
消
え

た
の
か
。地
下
浸
透
の
可
能
性
は
な
い
の
か
。

上
下
水
道
部
長　

利
用
者
が
事
業
環
境
の
中

で
ど
の
よ
う
に
水
を
利
用
し
て
い
る
か
を
把

握
す
る
立
場
に
な
い
。
個
々
の
下
水
道
使
用

量
の
変
動
理
由
は
承
知
し
て
い
な
い
。

市
民
生
活
部
長　

地
下
浸
透
は
し
て
い
な
い
。

管理のいきとどかない空き家

オリンピック選手を目指す子ども達
（明科龍門淵公園・前川）

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

一 般 質 問

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

空
き
家
等
を
適
正
管
理
す
る

た
め
の
条
例
制
定
を

政
和
会
　
藤
　
原
　
正
　
三

国
体
基
準
の
体
育
館
を

市
民
は
本
当
に
必
要
な
の
か
？

民
心
・
無
所
属
の
会
　
増 

田   

望
三
郎

安
心
・
安
全
の
支
え
合
い
の

ま
ち
づ
く
り

公
明
党
　
藤
　
原
　
陽
　
子

ホ
ス
ト
シ
テ
ィ
・
タ
ウ
ン
構
想
と

県
立
明
科
高
校
に
つ
い
て

政
和
会
　
内
　
川
　
集
　
雄

市政のここが聴きたい！！6 月
定例会 市政のここが聴きたい！！12 月
定例会
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問
　
増
田
建
設
産
業
（
Ｍ
産
業
）
が
防
音
壁

の
補
強
工
事
に
着
手
し
た
が
、市
の
見
解
は
。

市
長　

Ｍ
産
業
が
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
の

で
詳
細
は
不
明
。
補
強
に
つ
い
て
県
が
指
導

す
る
と
聞
く
が
、
そ
の
内
容
は
市
に
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
。
補
強
工
事
が
完
了
し
た
後

に
、
速
や
か
に
そ
の
根
拠
デ
ー
タ
を
求
め
て

い
く
。

問　

工
事
は
補
強
ブ
レ
ー
ス
（
金
具
）
を
打

ち
つ
け
た
だ
け
の
も
の
。
専
門
家
の
意
見
で

は
「
擁よ
う
へ
き壁
全
体
の
安
全
性
確
保
に
は
全
く
意

味
が
な
い
工
事
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
市

は
ど
う
見
て
い
る
か
。

市
長　

工
事
現
場
の
写
真
を
見
た
だ
け
で
は

何
と
も
答
え
よ
う
が
な
い
。

問　

こ
れ
ま
で
転
倒
や
倒
壊
が
な
か
っ
た
の

は
単
に
運
が
よ
か
っ
た
だ
け
。
許
可
更
新
に

つ
い
て
県
の
判
断
を
待
つ
だ
け
で
は
、
市
民

の
生
命
・
財
産
を
守
れ
な
い
の
で
は
。

市
長　

行
政
は
基
本
的
に
市
民
の
生
命
・
財

産
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
法
律
や

条
例
に
則
の
っ
と

っ
て
公
平
に
判
断
す
る
。

市
民
の
た
め
に
情
報
公
開
室
の
設
置
を

問　

市
政
へ
の
市
民
参
加
を
進
め
る
た
め
に
、

情
報
公
開
請
求
と
情
報
提
供
が
相
互
に
補
完

問
　
防
災
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
の
実
現
は
。

市
長　

早
期
に
一
定
の
方
向
づ
け
を
す
る
。

問　

ア
ナ
ロ
グ
防
災
放
送
終
了
後
も
、
戸
別

デ
ジ
タ
ル
受
信
機
の
貸
与
や
戸
別
デ
ジ
タ
ル

受
信
機
補
助
金
等
の
補
助
制
度
の
創
設
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
放
送
の
活
用
な
ど
に
よ

り
、
災
害
情
報
が
自
宅
で
も
は
っ
き
り
と
聞

け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
。

総
務
部
長　

近
隣
市
で
は
戸
別
デ
ジ
タ
ル
受

信
機
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
設
置
す
る
事

例
も
あ
る
。
Ｆ
Ｍ
を
含
め
て
研
究
を
す
る
。

問　

行
方
不
明
者
や
火
災
や
告
別
式
な
ど
の

お
知
ら
せ
の
継
続
を
提
案
す
る
が
。

総
務
部
長　

行
方
不
明
者
は
屋
外
放
送
で
、

火
災
は
安
曇
野
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で

行
い
、
告
別
式
の
放
送
は
行
わ
な
い
。

山
岳
高
原
と
平
地
を
つ
な
ぐ
観
光
振
興
を

問　

山
岳
高
原
観
光
と
平
地
観
光
を
つ
な
ぐ

観
光
振
興
の
推
進
の
目
標
と
施
策
は
。

市
長　

山
岳
と
平
地
の
魅
力
を
結
び
つ
け
た

観
光
情
報
を
発
信
し
、
国
内
外
か
ら
の
登
山

者
、
観
光
客
の
誘
致
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

問　

駐
車
場
や
案
内
や
交
通
移
動
手
段
な
ど

の
観
光
基
盤
の
整
備
充
実
を
提
案
す
る
が
。

商
工
観
光
部
長　

駐
車
場
の
満
車
が
予
想
さ

し
合
う
総
合
的
な
情
報
公
開
の
推
進
が
必
要

で
あ
る
。
新
し
い
庁
舎
が
で
き
た
の
を
機
に

情
報
公
開
室
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

財
政
部
長　

ま
ず
は
市
役
所
１
階
の
行
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
を
観
光
情
報
と
も
併
せ
、
多
く

の
市
民
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
内
容
と
し
て

充
実
を
図
り
た
い
。

審
議
会
等
委
員
の
公
募
に
新
手
法
を

問　

幅
広
く
多
様
な
市
民
の
参
加
を
促
す
た

め
に
、
無
作
為
抽
出
法
で
審
議
会
等
の
委
員

を
公
募
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

先
進
自
治
体
の
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
研
究
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

れ
る
時
期
に
誘
導
員
を
置
く
。
案
内
標
識
修

正
等
整
備
す
る
。
中
房
線
は
定
期
路
線
開
設

中
だ
が
、
他
の
路
線
の
開
設
は
難
し
い
。

問　

山
岳
高
原
温
泉
観
光
と
平
地
温
泉
観
光

の
連
携
し
た
振
興
を
提
案
す
る
が
。

商
工
観
光
部
長　

市
内
温
泉
宿
泊
施
設
と

山
小
屋
の
連
携
で
宿
泊
割
引
プ
ラ
ン
を
販
売
。

よ
り
魅
力
あ
る
商
品
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

問　

安
曇
野
と
上
高
地
を
つ
な
ぐ
蝶
ヶ
岳
登

山
道
ル
ー
ト
整
備
や
案
内
板
・
案
内
標
識
整

備
や
広
報
宣
伝
・
情
報
発
信
強
化
を
。

商
工
観
光
部
長　

中
高
年
な
ど
に
も
い
い
ル

ー
ト
で
あ
る
。
今
ま
で
以
上
に
多
様
な
登
山

ル
ー
ト
の
情
報
発
信
等
を
す
る
。
登
山
道
、

案
内
表
示
等
、
計
画
的
な
整
備
も
行
う
。

問
　「
ビ
レ
ッ
ジ
安
曇
野
」「
ほ
り
で
ー
ゆ
～

四
季
の
郷
」「
フ
ァ
イ
ン
ビ
ュ
ー
室
山
」
に

つ
い
て
、
市
有
宿
泊
施
設
等
の
あ
り
方
検
討

専
門
委
員
会
議
か
ら
完
全
民
営
化
を
検
討
す

べ
き
と
の
提
言
を
平
成
22
年
に
受
け
、
市
は

5
年
を
め
ど
に
民
営
化
を
進
め
る
と
し
て
き

た
が
、
現
在
の
対
応
状
況
は
。

市
長　

民
間
が
で
き
る
こ
と
は
民
間
が
担
う

べ
き
と
の
考
え
が
基
本
。「
ビ
レ
ッ
ジ
」
は

当
分
施
設
を
存
続
さ
せ
、
指
定
管
理
運
営
を

継
続
さ
せ
た
い
。「
ほ
り
で
ー
ゆ
～
」
と
「
フ

ァ
イ
ン
ビ
ュ
ー
」
は
平
成
29
年
度
を
め
ど
に

民
営
化
の
方
向
で
準
備
し
て
い
る
が
、
従
業

員
の
雇
用
や
事
業
目
的
の
継
承
な
ど
課
題
が

多
く
、
難
し
い
状
況
で
、
慎
重
に
対
応
す
る
。

副
市
長　

現
在
い
ず
れ
の
施
設
と
も
公
共
の

宿
と
し
て
の
施
設
環
境
、
経
営
状
況
と
も
に

良
好
な
も
の
の
、
民
間
譲
渡
や
三
セ
ク
解
消

の
話
に
は
、
職
員
が
先
行
き
に
不
安
を
抱
い

て
お
り
、
各
施
設
を
指
定
管
理
し
て
い
る
第

三
セ
ク
タ
ー
（
市
が
出
資
す
る
法
人
）
3
社

の
取
締
役
と
し
て
、
現
場
の
士
気
の
低
下
を

心
配
し
て
い
る
。

農
林
部
長　

施
設
の
民
間
譲
渡
は
、
国
の
方

針
に
も
沿
っ
た
も
の
だ
が
、
県
下
で
も
例
の

な
い
取
り
組
み
で
、
慎
重
に
取
り
組
む
。

総
務
部
長　

三
セ
ク
の
解
消
も
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
、再
検
討
が
必
要
で
あ
れ
ば
対
応
す
る
。

問　

あ
り
方
検
討
専
門
委
員
会
議
か
ら
の
提

言
で
は
、長
峰
荘
は
「
宿
泊
機
能
は
廃
止
し
、

日
帰
り
入
浴
等
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機

能
に
特
化
す
べ
き
」と
さ
れ
て
い
る
が
、今
後

の
方
向
に
つ
い
て
市
民
、
地
域
の
意
向
を
広

く
率
直
に
聞
く
機
会
を
設
定
す
べ
き
で
は
。

商
工
観
光
部
長　

地
域
の
声
を
聞
き
行
政
に

反
映
す
る
こ
と
は
基
本
で
あ
り
、
意
見
を
い

た
だ
く
機
会
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
市
民

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
自
主
的
講
演
会
が
開
催
さ

れ
る
な
ど
地
域
の
活
動
の
高
ま
り
も
感
じ
て

い
る
。

市役所正面玄関脇の行政情報コーナー

道の駅むなかた

常念岳や蝶ヶ岳を望む（明科の長峰荘より）

総務委員会　視察報告
10月13日	 視察先　山口県防府市役所
 目　的　少子高齢化など人口減少時代に向け、公共施設の
 　　　　あり方や再配置について
10月14日	 視察先　福岡県久留米市役所
 目　的　久留米市まち・ひと・しごと創生総合戦略について
	 視察先　佐賀県小城市役所
 目　的　ふるさと納税における地域活性化について
10月15日	 視察先　福岡県宗像市（株）道の駅むなかた
 目　的　地域活性化と道の駅について

【防府市】
公共施設のあり方等については、マネジメントを行政
経営改革の一環として位置づけ、単に財政面だけでなく
行政を経営する面から検討をする必要性を学んだ。ま
た、職員の意識を変えることや施設利用者だけでなく負
担する納税者としての捉え方も必要であることを学び、
本市に活かしたい。
【小城市】
ふるさと納税の理念に「ふるさと納税で地方創生」「ふ
るさと納税で日本を元気に」を掲げ、自治体間競争の中
で ｢選んでいただくにふさわしい地域のあり方」を基本
にして取り組んでいる。平成 26 年秋のランキングで全
国 8位という実績があり、ふるさと納税のポータルサイ
ト利用が有効であることを学んだ。
【道の駅むなかた】
道の駅への出品者は約 600 人。自分で商品を搬入し、

値札を付け、売れ残りは持ち帰り、道の駅は手数料を収
入とする仕組み（平成 26 年度物販約 19 億円）。客層の
多くが 50 代以上で若い年代が少ないことなどの課題に
対し、公園や花畑等整備して子ども連れを呼び込む計画
等、現状に満足せず課題に積極的に取り組んでいる。
【久留米市】
総合戦略は、市総合基本計画のもとに人口ビジョンを
踏まえ、市の実情に応じた目標や、施策の基本的方向、
具体的施策となっていて、多角的総合見地から意見を聴
取し、施策の推進への連携を強化する創生会議が設置さ
れている。
また、総合戦略を「①政策パッケージと政策事業に整
理	②施策の基本方向を分かりやすく整理	③基本目標と
重要業務評価指標の設定」とすることや検証組織を設置
して達成状況を検証し、必要に応じ改訂することを学
んだ。

増
田
建
設
産
業
の
防
音
壁
補
強

安
全
性
確
保
に
疑
問
符

民
心
・
無
所
属
の
会
　
小  

林   

純  

子

市
有
宿
泊
施
設
の
民
営
化
、

今
後
は政

和
会
　
松
　
枝
　
　
　
功

防
災
放
送
・
防
災
情
報
完
備
の

安
全
・
安
心
な
ま
ち
の
実
現
を

民
心
・
無
所
属
の
会
　
林     

孝  

彦

一 般 質 問一 般 質 問



安曇野市議会だより

編  集  後  記

第 41号

http://www.city.azumino.nagano.jp/gikai/index.html
E-mail:gikai@city.azumino.nagano.jp

〒 399-8281　長野県安曇野市豊科 6000 番地

平成 28 年 2 月 3 日発行

◆今回お届けする「議会だより」第41号
は、議会広報特別委員会メンバーが改選さ
れて最初の発行です。私は、初めて広報誌
の編集に携わることになり緊張しています。
「市民の皆様に読んでいただける議会だ
より」の発行を目指して、楽しく・読みやす
く・分かりやすい編集に、委員全員でチャレ
ンジしたいと思います。そのためにも、市
民の皆様のご意見やご感想をお願いいたし
ます。

（委員長　竹内秀太郎）

◆安曇野市議会だより第41号（本号）より２年間にわたり編集をしてまいります。私
は前２年間の委員としての経験を生かし、今度は副委員長として職責を果たします。市
民の皆様にとって読みやすく、わかりやすく、親しみの持てる市議会だよりを目指します。
この市議会だよりの他にも、市議会ホームページ、あづみ野テレビやインターネット
での議会中継、議会の傍聴、議会報告会などで、市議会の様子を市民の皆様によりよ
く知っていただきたいと願っております。　　　　　　　　　　（副委員長　林　孝彦）

議会広報特別委員会
　委 員 長　竹内秀太郎
　副委員長　林　　孝彦

委員　坂内不二男　井出　勝正　一志信一郎　藤原　正三
　　　中村今朝子　平林　　明　猪狩久美子　小林　純子

発行　長野県安曇野市議会
編集　議会広報特別委員会
印刷　有限会社安曇印刷

気軽にご意見をお聞かせください。

私
は
旧
陸
郷
村
出
身
で
今
年
、
申
年

の
72
歳
で
す
。
実
家
か
ら
北
ア
ル

プ
ス
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
然
が

好
き
で
学
生
か
ら
20
代
前
半
に
か
け
て
常

念
岳
や
燕
岳
等
へ
日
帰
り
で
登
っ
た
経
験

か
ら
、
定
年
後
は
明
科
中
川
手
に
戻
り
、

大
好
き
な
北
ア
ル
プ
ス
の
見
え
る
雄
大
な

大
地
へ
家
を
建
て
、
安
曇
野
市
制
と
同
じ

10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

私
も
安
曇
野
市
が
大
好
き
な
1
人
で

す
。
何
事
も
プ
ラ
ス
発
想
に
し
、
北
ア
ル

プ
ス
の
麓
に
広
が
り
、
美
し
い
自
然
や
豊

か
な
歴
史
、
文
化
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
に
生

き
る
幸
せ
と
誇
り
を
も
っ
て
、
お
互
い
尊

重
し
合
い
、
よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く

る
こ
と
を
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
曇
野
市
を
も
っ
と
良
く
す
る

た
め
に
は
、
市
長
、
議

員
、
市
民
の
３
者
が
協
力
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
す
。
市
議
会
で
も
重
箱
の

ス
ミ
を
つ
つ
く
よ
う
な
こ
と
を
、
時
々
耳

に
し
ま
す
が
、
見
苦
し
い
で
す
。
議
員
の

仕
事
は
他
に
た
く
さ
ん
大
切
な
も
の
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
安
曇
野
市
の
名
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。「
目
く
ば
り
」「
気
く

ば
り
」「
思
い
や
り
」の
気
持
ち
を
も
っ
て
、

市
議
会
議
員
の
責
任
と
は
何
だ
ろ
う
と
考

え
て
ほ
し
い
で
す
。

私
は
、
市
議
会
議
員
の
責
任
は
「
安

曇
野
市
に
良
好
な
財
政
、
利
益
を

も
た
ら
す
こ
と
」「
安
曇
野
市
民
の
幸
福

を
守
る
こ
と
」「
安
曇
野
市
民
を
満
足
さ

せ
る
こ
と
」「
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
」

で
あ
り
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
精
神
を

大
切
に
し
、
見
返
り
を
求
め
な
い
お
も
て

な
し
を
心
掛
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

議
員
の
皆
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
自
分
な
り
に
考
え
、
安

曇
野
市
民
の
た
め
に
活
動
、
活
躍
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

遠藤 　晉
すすむ

さん

（明科）

古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

議会傍聴へようこそ！

議会からのお知らせ

平成28年安曇野市議会3月定例会は2月19日（金）～3月18日（金）頃を予定。皆さんの傍聴をお待ちしています。
なお、議会ホームページでは本会議のライブ配信も実施します！ぜひご覧ください。
※請願・陳情の締切は定例会開会日の 10 日前です。それ以降の提出は次の定例会での審議になりますのでご注意

ください。

・安曇野市議会 10 年の足跡

・議員の寄附行為の禁止を徹底

安曇野市が誕生して 10 年を迎え、市
議会の 10 年を年表にまとめ、主な出
来事などを年ごとに掲載した「安曇野
市議会 10 年の足跡」を作成しました。
今号に折り込みましたので、ご覧いた
だきたいと思います。

『寄附行為　しない、させない、求めない』

TEL 0263-71-2156   FAX 0263-71-2150

何
事
も
プ
ラ
ス
発
想


